
○ 高年齢労働者の労働災害の防止を図るため、高年齢労働者の特性に配慮した作業環境の改善、作業管理その他の必要な措置を
講ずることを事業者の努力義務とする。

○ 厚生労働大臣は、事業者による措置の適切かつ有効な実施を図るため、「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライ
ン」（エイジフレンドリーガイドライン）を参考に必要な指針を定め、当該指針に従い、事業者又はその団体に対して必要な指
導、援助等を行うことができるものとする。

改正内容

○ 休業４日以上の死傷者数は近年増加傾向にあり、この要因として、高年齢労働者の労働災害の増加が挙げられる。

○ また、高年齢労働者は、他の世代と比べて、労働災害の発生率が高く、災害が起きた際の休業期間が長い。
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※度数率＝労働災害による死傷者数/延べ実労働時間数×1,000,000

高齢者の労働災害防止の推進
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